
2023 年度 神戸市政策会議 概要 

 

開催日時 2023 年 12 月 21 日（木）16 時 30 分～17 時 00 分 

出 席 者 

市長、副市長、市長室長、企画調整局長、企画調整局副局長、企画

調整局政策課長、行財政局長、行財政局財務課長、福祉局長、福祉

局副局長、福祉局政策課長、福祉局くらし支援課長、福祉局くらし

支援課長（保護担当）、福祉局介護保険課長、こども家庭局副局長 

議 題 だれひとり取り残すことのない神戸 

提案概要 

○困りごとを抱えた人のいるそれぞれの分野に対し、さまざまな施

策を展開し、「だれひとり取り残すことのない神戸」を実現できる

よう、前回政策会議（2023 年９月５日実施）に引き続き、 

＜生活困窮者への支援＞ 

＜持続可能な高齢者福祉施策の推進＞ 

＜障害者の 8050 問題の課題解決に向けて＞ 

の３項目の中から、以下施策について提案。2024 年度予算編成に

向け議論した。 

 

 ①食支援を通じた相談支援に取り組む民間団体への支援 

・生活にお困りの方が相談窓口に繋がるきっかけづくりを目的と

して、食支援を通じた生活相談を実施する民間団体に対して、

運営支援を行う。 

・加えて、新たな食支援の選択肢として、必要なときに食料品を

受け取ることのできる公共冷蔵庫の取り組みを進める。 

 

②若者の就労自立に向けた中長期的な伴走型支援の実施 

 ・生活にお困りの若者の自立を支援するため、更生センターの居

室の一部を活用し、住居確保、食事の提供に加え、一般就労に

従事する基礎能力の形成、就労自立に向けた支援など、中長期

的な伴走型支援を行う。 

 

③外国人介護人材の確保促進事業 

・市内大学での留学生受け入れから、在留資格の取得や市内介護

施設への就職、日常生活における支援、更には介護福祉士資格

取得支援による定着支援まで取り組む「（ 一社）大学都市神戸 

産官学プラットフォーム」に対し、運営支援を行う。 



会議結果 

(主な意見 

等を含む) 

全体の方向性については了。 

 

○今後の検討にあたっては、以下の点に留意すること。 

・配布会開催日以外の新たな食支援の選択肢が増えることで、生

活にお困りの方が、より敷居の低い入口から食支援団体とつな

がりを持つことが可能になると考えられる。課題に対して適宜

対応し、効果的な取組みとなるよう進める。 

・生活にお困りの若者に対して、生活保護以外の新たな選択肢を

提供し、自立に向かってもらうことは重要である。施策を必要

としている人に届くよう、周知方法を検討する。 

・外国人介護人材の人数を増やすためには、大学の開拓や国内の

受入体制、就労支援も重要。立ち上げ期の支援として、費用対

効果を注視する必要がある。 

 


